
丁a種を拡大技術、
CT導入普及研究会が総会建設 I

産
学
官
で
構
成
す
る
建
設
I
C
T導
入
普
及
研
究
会
(
会
長
・
八
鍬
降
中
部
地
方
整
備
局
長
)
の
第
4
回
総
会

が
6
目
、
名
古
屋
合
同
庁
舎
第
2
号
館
で
聞
か
れ
た
日
写
真
。
今
後
の
情
報
化
施
工
推
進
戦
略
や
橋
梁
で
の
3
次

元
モ
デ
ル
の
取
り
組
み
事
例
紹
介
の
ほ
か
、
技
術
普
及
、
設
計
施
工
見
直
し
、
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
の
各
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

(
W
G
)
が
本
年
度
の
活
動
報
告
と
来
年
度
以
降
の
方
針
な
ど
を
説
明
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
八
鍬
局
長
は
一
続
き
、
国
土
交
通
省
総
合
政
一
で
は
、
設
計
か
ら
施
工
、
施
一
ル
案
に
基
づ
き
、
道
路
と
河

「
建
設
I
C
T
の
導
入
工
事
一
策
局
の
稲
垣
孝
企
画
専
門
官
一
工
か
ら
維
持
管
理
に
引
き
継
一
川
の
各
1
工
事
で
試
行
し
た

や
現
場
見
学
な
ど
中
部
は
積
一
が
情
報
化
施
工
推
進
戦
略
の
一
ぐ
位
置
情
報
の
設
定
が
重
要
一
結
果
を
報
告
。
設
計
デ
!
タ

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
全
国
的
な
取
り
組
み
状
況
を
一
だ
と
し
た
。
一
が
工
事
段
階
の
完
成
断
面
形

会
員
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
一
紹
介
。
ま
た
、
第
2
期
推
進
一
導
入
普
及
研
究
会
の
活
動
一
状
と
一
致
し
な
い
場
合
、
施

全
国
で
も
ト
ッ
プ
だ
」
と
述
一
戦
略
(
日

i
口
年
度
)
で
は
二
報
告
で
は
、
技
術
普
及
W
G
一
工
者
に
よ
る
デ
l
タ
修
正
が

ベ
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
一
情
報
化
施
工
の
関
連
デ
l
タ
一
が
現
場
見
学
会
の
実
施
状
一
発
生
す
る
た
め
「
い
つ
、
だ

組
ん
で
い
く
と
し
た
。
引
き
一
の
利
活
用
や
普
及
技
術
・
工
一
況
、
施
工
者
が
現
場
で
の
実
一
れ
が
、
ど
の
段
階
で
」
デ
i

種
を
拡
大
し
て
い
く
一
体
験
を
報
告
す
る
施
工
報
告
一
タ
を
作
成
す
る
か
検
討
す
る

方
針
を
説
明
し
た
。
一
会
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
一

国
土
技
術
政
策
総
一
と
な
ど
を
報
告
。
U
年
度
は
、
一

合
研
究
所
の
青
山
憲
一
コ
ス
ト
と
施
工
数
量
の
関
係
一

明
主
任
研
究
官
は
、
一
性
な
ど
を
新
た
に
検
証
す
一

橋
梁
の
設
計
、
施
工
二
る
。
出
来
形
管
理
に
関
す
る
一

維
持
管
理
に
わ
た
る
一
技
術
者
育
成
は
、
日
年
度
は
一

3
次
元
デ
!
タ
流
通
一
監
督
職
員
(
主
任
監
督
員
合
一

と、

3
次
元
モ
デ
ル
一
む
)
を
対
象
に
行
う
。
一

を
活
用
し
た
橋
梁
事
一
設
計
施
工
見
直
し

W
G

業
で
の
維
持
管
理
情
一
は
、

3
次
元
デ
i
タ
の
流
通

報
の
統
合
に
つ
い
て
一
手
法
で
設
計
か
ら
施
工
へ
の

解
説
。
デ
ー
タ
流
通
一
デ
!
タ
流
通
に
関
す
る
ル
!

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
建
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
W
Gは
C
I
M

(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
リ
ン
グ
)
の
試
行
業
務
で

効
果
と
課
題
を
検
証
。
今
後

は
、
調
査
・
設
計
・
施
工
・

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
次
の

段
階
へ
の
受
け
渡
し
時
に
必

要
な
情
報
の
伝
達
を
想
定

し
、
有
用
性
を
確
認
し
な
が

ら
3
次
元
モ
デ
ル
で
の
試
行

を
行
う
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐 車
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑬建設工業
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